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　　人口の動き

一11月1日現在一

男4，335（＋3）
女　　　4ワ413〈＋7）

計89748（料o）
世帯数2，224（一2）

　（〉は前月比較
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ふるさとの旬を込めて
　　　　　　　　　一10月22日　地域活性化センター一

　　『ふれあいパック』‘よ町の自然味あふれる特産品を会員

　にお届けすることを第1に、体験農園や雪上レクリェーショ
　ンなどを通じて心の交流を図っています。このパックの秋便

　の特産品発送作業が町・農協の職員によって進められました．

　今回届けられた品物はコシヒカリ、食用菊、ナメコ、シメ
　ジ、ニンジン、芋の煮ころがし、梅の甘酢漬け、漬け物セツ

　トなど10品です。

圃休日救急医
11月14日大坪医院（四日町）a57－6100

　21日中条病院（中条）a57－3018

　23日至誠堂医院（西浦町〉a52－3276

　28日富田医院（神明町）費52－3269

12月5日大坪医院（四日町）魯57－6100

　12日池田医院（本町西）魯52－2581



　
今
年
は
、
か
つ
て
な
い
冷
夏
や
台
風
の
襲
来
な

ど
、
お
米
を
は
じ
め
農
作
物
へ
の
影
響
が
深
刻
で
、

農
家
の
皆
さ
ん
は
大
変
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

　
中
魚
沼
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡
会
（
中
魚
沼
郡

市
の
市
町
村
・
農
協
・
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
所

．
農
協
中
央
会
で
組
織
）
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度

か
ら
米
消
費
拡
大
と
日
本
型
食
生
活
の
推
進
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
生
産
過
剰
と
言
わ
れ
て
い
た
お
米
が
、
今
年
は

異
常
気
象
の
た
め
に
全
国
的
に
不
作
で
大
変
貴
重

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
お

米
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
お
米
の
変
身
な
ど

を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

暗刈りの作業を実施しています（9・22）

　ボクたちは米で作った作品です。
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ともんであげること。
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。
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、
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し
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　　笹の葉に
　もち米をつめて、、
　水から2時間煮る
　と出来上がる物
Q　なあ些？
O　ヒントは二角！
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　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　フク’◎

　　　　　　　　　　　　　　　、
うるち米（3合）をごはんに炊き、

蒸したもち米（7合）をよく混ぜて、
餅と同じようにつき、ちぎってあん
こをまぶした物なあに？お祝いごと
に食べます。

香粉璽、ぼ銑難糖烹画
　混ぜてお団子にし、　　　o　したものでしょっか？　　　　　　　00
中にあんこを入れて　　　　　ア．みじん粉（らくがんなど）
俵のように笹で　　　　　　0イ．上新粉（柏もち、すあまなど）
　包んである物　　　　　　O　ウ．臼玉粉（臼玉だんご、求肥など）
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生
み
の
親
は
み
ん
な
コ
メ

米
の
加
工
品
に
は
大
別
し
て
次
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
コ
メ
の
ま
ま
の
も
の

　
ア
ル
フ
ァ
化
米
、
ラ
イ
ス
フ
レ
ー

ク
、
お
こ
し
、
き
り
た
ん
ぽ
な
ど

●
粉
に
し
た
も
の

　
桜
も
ち
、
柏
も
ち
、
大
福
も
ち
、

ぎ
ゅ
う
ひ
、
ラ
イ
ス
パ
ン
、
団
子
な

ど
●
め
ん
に
し
た
も
の

　
ビ
ー
フ
ン
、
ラ
イ
ス
め
ん
な
ど

●
醸
造
し
た
も
の

　
米
み
そ
、
米
酢
、
み
り
ん
、
清
酒
、

ワ
イ
ン
な
ど

●
そ
の
他

　
も
ち
、
せ
ん
べ
い
、
ラ
イ
ス
ク
ラ

ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
類

　
技
術
が
進
歩
し
た
最
近
で
は
、
冷

凍
臼
飯
や
お
こ
わ
、
ピ
ラ
フ
、
臼
飯
、

雑
炊
、
離
乳
食
・
病
人
食
用
の
お
か

ゆ
な
ど
の
レ
ト
ル
ト
食
品
が
た
く
さ

ん
出
ま
わ
り
、
か
ん
た
ん
に
米
食
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。



’戸
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お
米
は

　
　
栄
養
豊
富
な
食
品

　
お
米
に
は
、
私
た
ち
が
仕
事
や
運
動
を
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
に
な
る
糖
質
（
炭
水
化
物
）
が

た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
植
物
性
の

タ
ン
パ
ク
質
・
油
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ビ
タ
、
・
、
ン
B
・
B
、
そ
れ
に
最
近
注
目
さ
れ
て
い

る
植
物
繊
維
も
含
ま
れ
、
栄
養
豊
富
な
食
品
の
一

つ
で
す
。
そ
し
て
、
ご
は
ん
は
胃
腸
の
中
で
時
間

を
か
け
て
分
解
さ
れ
て
い
き
ま
す
か
ら
腹
も
ち
が

良
く
、
体
に
も
な
じ
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
肉
食
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
動
脈
硬
化

や
ガ
ン
、
心
臓
病
と
い
っ
た
成
人
病
が
増
え
、
日

本
食
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
お
米
を
中
心

と
し
た
食
事
は
、
魚
、
野
菜
が
多
く
登
場
し
、
日

本
食
中
心
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
私
た
ち
の
主
食

で
あ
る
。
お
米
・
を
見
直
し
ま
し
よ
う
。

騰

月
に
一
度
は
お
弁
当
の
日
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
ご
は
ん
大
～
好
き
（
幼
稚
園
・
m
・
2
8
）

米
と
ふ
る
さ
と

　
　
厚
木
市
川
崎
保
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
ヶ
沢
出
身
）

　
東
北
地
方
の
冷
害
な
ど
が
盛
ん
に

報
道
さ
れ
て
い
る
中
、
当
地
神
奈
川

は
作
況
九
十
八
と
か
。
昨
日
、
近
く

の
田
ん
ぼ
を
見
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
懸
鱗
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
器
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
、
、
甲
懸
灘
・
’
　
　
　
　
幽

被
害
な
ん
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
、
黄

色
の
穂
を
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　
戦
後
の
混
乱
期
、
米
は
一
表
（
6
0

キ
ロ
入
り
）
十
八
円
が
相
場
で
し
た
。

こ
れ
が
、
ヤ
ミ
で
な
ん
と
八
百
円
。

当
時
の
百
円
は
、
今
の
一
万
円
よ
り

も
価
値
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
タ
イ
国
産
米
1
0
キ
ロ
五
百

円
、
日
本
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
ー
0
キ
ロ
六

千
円
。
あ
ま
り
の
違
い
に
戸
惑
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
越
ヶ
沢
で
農
業
を
し
て
い
た
の
を

や
め
、
都
会
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し

て
働
い
て
き
た
私
で
す
。

今
、
夢
の
よ
う
な
過
去
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
ん

で
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
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校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ

仙
田
小
学
校
創
立
二
十
周
年

　
　
記
念
式
典
を
し
て
発
展
を
期
す

　
十
月
二
十
四
日
、
仙
田
小
学
校

（大島

紘
一
校
長
・
児
童
四
十
八
人
）

が
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
、
関
係
者

お
よ
そ
百
五
十
人
が
参
列
し
て
記
念

式
典
を
挙
行
。
節
目
を
祝
っ
て
、
今

後
一
層
の
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

　
仙
田
小
学
校
は
、
昭
和
四
十
九
年

に
中
仙
田
・
仙
田
・
赤
岩
小
学
校
の

三
校
が
統
合
し
て
、
「
仙
田
小
学
校
」

と
し
て
発
足
。
三
百
八
十
一
人
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
式
典
で
は
、
金
子
澄
男
実
行

委
員
長
が
式
辞
を
述
べ
、
南
雲
町
長
、

小
林
議
会
議
長
、
金
子
教
育
委
員
長
、

松
岡
郡
市
教
育
振
興
会
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
あ
と
、
児
童
全
員
に
よ
る
呼

び
か
け
が
行
わ
れ
、
記
念
事
業
の
報

告
、
校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
、
児
童

全
員
の
合
唱
な
ど
、
一
つ
の
物
語
風

に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
島
校
長
は
、
　
「
発
足
か
ら
十
年

は
教
育
の
基
礎
づ
く
り
・
校
風
づ
く

り
を
、
あ
と
十
年
は
仙
田
小
学
校
の

充実と

伝
統
を
築
い
て
い
た
だ
い
た
」

と
労
を
た
た
え
、
　
「
全
校
児
童
に
二

十
年
と
い
う
歴
史
と
伝
統
の
意
義
を

知
ら
せ
、
今
後
の
発
展
を
期
さ
せ
る

よ
い
機
会
と
し
た
い
。
そ
し
て
、
地

域
の
皆
様
の
期
待
に
こ
た
え
る
べ
く

教
職
員
一
同
英
知
を
結
集
し
、
ま
す

ま
す
仙
田
の
教
育
に
努
力
し
た
い
。
」

と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

児
童
全
員
に
よ
る
呼
び
か
け
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柳
さ
ん
（
山
野
田
）
が

　
　
　
　
　
　
県
技
術
賞
を
受
賞

　
卓
越
し
た
技
能
を
有
し
、
そ
の
技

能
に
関
す
る
工
夫
と
改
善
に
よ
っ
て
、

労
働
者
な
ど
の
福
祉
の
増
進
と
産
業

の
発
展
に
寄
与
し
た
方
に
贈
ら
れ
る

「
新
潟
県
技
術
賞
」
に
、
当
町
山
野

田
の
柳
雄
一
さ
ん
（
4
5
歳
）
が
受
賞

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
十
一
月
三
日
、

県
庁
で
そ
の
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
暖
房
余
熱
を
利
用
し
た
柳
式
融
雪

屋
根
の
開
発
を
は
じ
め
、
ス
ー
パ
ー

ル
ー
乃
偽
3。
0
2
と
商
品
名
の
つ
い

た
、
雪
止
め
付
き
屋
根
葺
き
鋼
板
と

生
活
排
気
熱
を
効
率
良
く
流
す
通
気

パ
ネ
ル
を
一
体
化
し
た
融
雪
屋
根
部

新
商
品
の
雪
止
め
綱
板
と
通
気
パ
ネ

ル
で
説
明
し
て
く
だ
さ
る
柳
さ
ん

材
の
開
発
な
ど
、
新
屋
根
融
雪
シ
ス

テ
ム
の
開
発
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

町
で
は
初
め
て
の
受
賞
で
す
。

　
克
雪
住
宅
建
築
に
第
一
人
の
貢
献

を
し
て
い
る
柳
さ
ん
も
、
融
雪
屋
根

を
発
表
し
た
昭
和
五
十
四
年
当
時
は
、

画
期
的
な
工
法
で
あ
っ
た
た
め
理
解

さ
れ
ず
、
や
っ
と
施
工
し
て
も
、
活

用
方
法
が
間
違
っ
て
い
た
り
、
他
人

の
悪
評
も
あ
っ
た
り
し
て
、
大
変
な

ご
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

柳
さ
ん
の
「
い
つ
か
理
解
さ
れ
る
」

と
い
う
強
い
信
念
が
実
を
結
び
、
研

究
か
ら
十
五
年
た
っ
た
今
日
、
受
注

が
年
七
十
棟
を
く
だ
ら
な
い
実
績
を

持
つ
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
ー
パ
ー
ル
ー
フ
α
3
0
2
と
い
う

新
商
品
開
発
に
も
成
功
し
ま
し
た
。

　
柳
さ
ん
は
、
こ
の
新
商
品
を
開
発

す
る
に
あ
た
っ
て
、
お
ろ
し
金
が
ヒ

ン
ト
に
な
っ
て
雪
止
め
を
、
ま
た
、

パ
ン
に
バ
タ
ー
を
ぬ
っ
て
い
た
と
き
、

そ
の
容
器
か
ら
雪
止
め
の
形
を
思
い

つ
く
な
ど
、
開
発
の
裏
話
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
特
許
商
品
を
生

か
し
、
地
元
で
よ
り
安
い
良
製
品
を

提
供
す
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
た
い
」

と
い
う
意
気
込
み
も
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
十
旦
二
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
第

三
回
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
式
典
で
は
、
保
健
衛
生
功
労

者
、
五
十
回
以
上
の
献
血
功
労
者
、

三
十
回
以
上
の
献
血
功
労
者
、
一
年

間
家
族
全
員
が
一
度
も
医
療
機
関
を

使
わ
な
か
っ
た
世
帯
の
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。

　
次
に
、
上
村
広
治
さ
ん
（
上
野
・

70

歳
）
と
北
村
栄
作
さ
ん
（
中
央
町

・
76
歳
）
が
実
践
発
表
。
上
村
さ
ん

は
、
歯
を
大
切
に
し
た
健
康
づ
く
り

を
、
北
村
さ
ん
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

お
よ
そ
百
人
が
参
加
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

認
識
し
あ
っ
て
い
ま
し
た

を
通
し
た
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
上
村
さ
ん
は
、
今
年
の
県
高
齢

者
良
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
に

輝
い
て
い
ま
す
。

　
記
念
講
演
で
は
、
中
山
康
夫
中
条

病
院
長
に
よ
る
「
が
ん
は
恐
ろ
し
い

か
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
中
山
先
生
は
、
「
マ
ス
コ

ミ
が
『
が
ん
』
の
報
道
を
騒
ぎ
過
ぎ

る
。
　
『
が
ん
』
に
も
い
ろ
い
ろ
種
類

も
あ
る
し
、
毎
年
受
診
し
て
、
早
期

に
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
怖
い
も
の
で
は

な
く
、
対
策
も
講
じ
ら
れ
る
。
と
に

か
く
川
西
町
に
お
い
て
も
受
診
率
が

低
い
の
で
、
大
勢
の
方
が
が
ん
検
診

を
す
る
こ
と
を
進
め
た
い
。
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
廃
油
石
け
ん
の
配
布
、
自

動
血
圧
計
に
よ
る
血
圧
測
定
、
牛
乳

を
使
っ
た
料
理
の
試
食
、
町
の
保
健

状
況
を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
保
健
衛
生
功
労
者

　
小
林
カ
ツ
（
元
　
町
）

●
献
血
功
労
者

50
回

宮
　

正
朗
（
山
野
田
）

〃
高
橋
藤
作
（
中
屋
敷
）

〃
五
十
川
　
　
清
（
沖
　
　
立
）
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大
切
に
ー

増
え
て
い
る
老
人
医
療
費

　70歳以上の方や、65歳以上で寝たきりなど
のお年寄り　（申請が必要）の方は、老人保健

法による医療が受けられます。

　別表に示したように、老人医療費は毎年増
え続けています。また、町の人口は減り続け、

老人数は上昇しています。

　医療費は、みんなの税金や保険料などによ

ってまかなわれていますので、健康に注意し
て大切に使いましょう。

　　　老人1人当りの医療費
　55・，…　　　図新潟県■川西町

　500，000

甫45・，…

）

　400，000

　350．000

年度元 2 3 4
新潟県 459834　　　， 486504　　　， 512047　　　， 538881
川西田丁 444067　　　， 449，853 498132　　　， 542102

川西町の人ロ
（3月末現在数）

10000　　，

9，500

9，000

8．500

（
人
）

8000　ラ

年度

　老人医療受給者数
　　（3月末現在数）
1，500

1，400

1，300

1，200

1100　，

1．000

63 元 2 3 4
人　　口 9256　， 9124　， 8946　， 8873　， 8765　，

（
人
）

年度63 元 2 3 4
対象者数 1155 1166 1217 1276 1323　ラ

““““““，ノ““30ノノ“““““50
　　　　　＿　　　　回　　　　　　　回
村小藤原上局吉南臼野山若数根清畠山
山川原　村橋井雲井上田山藤津水山ロ
ー　信博　　正敏公正常俊進栄　富
男カー光剛進一夫子平男雄吉一徹男清
嵩森藝聾ヱ扉往市等苗往ヱ挿療↑衝倉

原程　　屋中　　薪野
田谷宅口野山田敷尾町田野立田田田田）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　 V　 ）　）　）　）

　　　　　　　　　30
”””””””””回
太丸高五登市臼佐松川
　　　十
田山橋川坂川井藤本崎
茂新直雅豊　義喜千秀
、　　　　　　　代
治吾人幸秀清尊好子雄
パ　ノヘ　ハ　ノヘ　ハ　ハ　ノヘ　ハ　パ　ノヘ

木木赤沖赤田寺仁中栄
　　　　　中　　屋
島落谷立谷町尾田敷町
）　）　）　）　）　）　）　）　）　）

●
健
康
家
族

青川星櫃五
　　　　十
木崎名間川
久栄邦精弘
芙吉夫一夫
ノヘ　 ノヘ　 ノヘ　 ノヘ　ノヘ

赤発伊伊栄　電
　所
　通
　り
谷東友友町
）　）　）　）　）

平
成
六
年
度

保
育
園
児

入
園
申
請
受
付

11

月
1
2
日
～
2
6
日

申
請
書
に
添
え
る
書
類
（
用
紙
は
、

各
保
育
園
、
役
場
社
会
福
祉
係
に
あ

り
ま
す
）

・
勤
め
て
い
る
人
の
家
庭
は
、
事
業

　
主
発
行
の
勤
務
証
明
書

・
内
職
を
し
て
い
る
家
庭
は
、
事
業

　
主
発
行
の
内
職
証
明
書

・
自
営
業
や
農
業
に
従
事
し
て
い
る

家
庭
は
、
自
営
業
・
農
業
従
事
確

認
申
請
書

・
病
人
の
い
る
家
庭
は
、
医
師
の
診

断
書

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項

・
心
身
の
障
害
な
ど
で
団
体
生
活
が

　
で
き
な
い
児
童
は
、
入
園
で
き
な

　
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
家
庭
内
に
入
園
希
望
者
が
二
人
以

　
上
い
る
と
き
は
、
各
児
童
ご
と
に

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
申

　
請
書
は
、
直
接
、
家
族
の
方
が
持

50

回
以
上
の
献
血
功
労
者
表
彰

十
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
入
園
中
で
引
き
続
き
入
園

を
希
望
す
る
児
童
も
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
社
会
福
祉
係

募集人員と申請書提出場所

保育園 募集人員 入園区域
申請書の
配布・提出
場　　　所

干　手

就
学
前
児
童

80

干　　　手

役場窓口

各保育所

南　　原 45

上　　野 60 上　　　野

橘 80 橘

仙　　田 45 仙　　　田
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世界の名車などが
　ナカゴに勢ぞろい

　
十
月
二
日
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
に
、
世
界
の
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
カ

ー
（
特
別
な
歴
史
を
持
つ
車
）
を
は

じ
め
、
昭
和
五
十
年
代
の
国
産
車
お

よ
そ
五
十
台
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
大
勢

の
車
マ
ニ
ァ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
カ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
で
自

由
に
楽
し
み
な
が
ら
新
潟
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
、
と
県
観
光
協
会
が
主

催
し
て
い
る
新
潟
ク
エ
ス
ト
と
い
う

嚢
の
環
で
実
施
さ
れ
た
ヒ
ス
ト

リ
ッ
ク
カ
ー
の
ル
ー
ト
で
、
ナ
カ
ゴ

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
地
点
に
選
ば
れ
た
も
の
。

会
場
に
入
っ
て
く
る
名
車
に
歓
声

を
あ
げ
る
者
、
手
を
振
る
者
な
ど
、

思
い
思
い
に
歓
迎
を
し
て
い
ま
し
た
。

簿
名
車
な
ど
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
、

会
場
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た

地
域
住
民
が
楽
し
く
一
日
を
過
ご
す

　
十
月
十
日
、
千
手
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
千

手
地
区
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
（
千
手
地
区
体

育
振
興
会
〈
星
名
正
一
会
長
〉
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
今
ま
で
は
地
区
運
動
会
と
い
う

形
で
実
施
し
て
い
た
も
の
を
、
去
年
か
ら
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
種
目
主
体
の
大
会
に
切
り
替
え
た
も

の
で
今
年
で
二
回
目
。
地
区
を
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
編

成
、
七
種
目
に
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

　
団
結
力
、
作
戦
の
出
来
．
不
出
来
な
ど
、
一
つ

ひ
と
つ
の
種
目
に
お
い
て
も
一
喜
一
憂
。
地
区
住

民
の
老
若
男
女
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
を
深
め
た

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
会
場
は
朝
か
ら
に
ぎ
や
か
な

歓
声
が
い
っ
ぱ
い
響
い
て
い
ま
し
た
。

いろいろな種目で老若男女が心地よい汗を　　ソ
流した一日でした

　　　　　　　　　　　　　　　5．11．10⑧

およそ250年の歳月を耐え続けてきた仁王門

千手観音仁王門を

2年がかりで大改修
　
千
手
観
音
仁
王
門
（
安
置
さ
れ
て

あ
る
仁
王
像
と
も
、
昭
和
5
4
年
6
月

町
文
化
財
に
指
定
・
寛
延
二
年
〈
一

七
四
九
〉
建
立
・
出
雲
崎
の
大
工
の

手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
）
は
、

屋
根
な
ど
の
老
朽
が
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
二
年
が
か
り
で
大
改
修
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
十
月
三
日
、
現
地
で
そ
の
起
工
式

が
実
施
さ
れ
、
関
係
者
二
十
人
ほ
ど

が
出
席
し
て
工
事
の
安
全
と
完
工
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
総
事
業
費
お
よ
そ
二

千
万
円
を
か
け
解
体
．
修
理
が
行
わ

れ
、
平
成
七
年
三
月
に
完
成
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ

川
西
モ
ト
ク
ロ
ス
場
か
ら
生
中
継

灘

猟

新潟大学ほか3大学の学生が、自県の名誉
をかけて闘いました

　
十
月
十
一
日
、
B
S
N
（
新
潟
放
送
）
で
、
信

越
放
送
・
テ
レ
ビ
山
梨
・
静
岡
放
送
四
局
共
同
制

作
に
よ
る
「
や
る
き
満
々
ス
ー
パ
ー
ス
テ
ー
ジ

知
力
体
力
歌
唱
力
　
こ
れ
で
勝
負
だ
！
」
が
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

　
番
組
は
、
静
岡
放
送
が
キ
ー
局
に
な
っ
て
四
県

で
の
催
し
を
中
継
で
結
ぶ
と
い
う
も
の
で
、
新
潟

県
か
ら
は
川
西
モ
ト
ク
ロ
ス
場
で
実
施
し
た
、
新

潟
・
長
野
・
山
梨
・
静
岡
の
各
県
の
大
学
生
に
よ

る
『
人
間
ば
ん
ば
大
会
』
が
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
南
雲
町
長
が
ス
タ
ー
ト
の
合

図
を
し
、
集
ま
っ
た
観
客
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
お
に
ぎ

り
を
持
っ
て
応
援
。
川
西
町
を
し
っ
か
り
P
R
し

て
い
ま
し
た
。



新
し
い
発
見
…
…
川
西
八
景
め
ぐ
り

　
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
の
景
観
を
、
一
日
ゆ
っ

く
り
見
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
し
い
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
」
と
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い

た
『
川
西
八
景
め
ぐ
り
』
に
三
十
人
ほ
ど
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
十
月
十
七
日
と
二
十
八
日
の
二
日

に
分
け
て
、
川
西
八
景
め
ぐ
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
女
性
の
方
が
多
く
、
何
十
年
町
に
住

ん
で
い
て
も
、
一
度
も
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所

な
ど
は
、
と
て
も
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
自
然
景
観
で
な
く
、
時
を
刻
ん
だ
歴
史

が
あ
る
も
の
は
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
く
の

も
楽
し
み
で
あ
り
、
講
師
の
話
に
相
づ
ち
を
打
っ

た
り
、
感
心
を
し
た
り
し
て
、
一
生
懸
命
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

講師の説明に熱心に聞き入る参加者
　　　　　　　　（赤谷大ケヤキ）

　
十
月
二
十
九
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
　
「
子
供
の
未
来
を
考
え
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
県
が
進
め
て
い
る
子
供
未
来

支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た

も
の
で
今
年
で
三
回
目
。
県
内
三
か

所
の
一
会
場
に
町
が
選
ば
れ
、
当
日

は
、
近
隣
二
市
三
郡
か
ら
お
よ
そ
二

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
、

子
育
て
と
地
域
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
四
人
が
意
見
発
表
。
町
か
ら
は
南

雲
悦
子
さ
ん
（
中
屋
敷
）
と
平
野
八
重

子
さ
ん
（
四
郎
兼
）
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
口
律
子
さ
ん
（
新
津
市

在
住
）
か
ら
「
お
か
あ
さ
ん
の
愛
」

と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地域ぐるみで
　子育てを考える

四
人
の
お
母
さ
ん
方
が
、

発
表
し
ま
し
た

意
見
を

文
化
講
演
会
で
子
育
て
論
を
語
る

㎜

灘

講師の小沢さん

　
十
月
十
七
日
、
千
手
小
学
校
体
育
館
で
、
小

沢
遼
子
さ
ん
（
浦
和
市
在
住
・
社
会
評
論
家
）

を
講
師
に
、
　
「
昭
和
か
ら
平
成
へ
私
の
子
育
て

論
」
と
題
し
て
、
町
文
化
講
演
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
講
演
は
、
小
沢
さ
ん
自
身
が
や
っ
て
こ
ら

れ
た
子
育
て
を
通
じ
て
、
「
自
分
の
観
念
で

子
供
を
判
断
す
る
こ
と
を
や
め
よ
う
、
細
か

い
価
値
感
で
判
断
す
る
こ
と
は
や
め
よ
う
、

基
本
的
の
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
教
え
よ

う
」
と
子
育
て
論
を
語
り
、
ま
た
、
　
「
人
と

し
て
社
会
に
出
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
現
代
は
教
え
て
い
な
い
」
と
も
問
い

か
け
、
「
子
育
て
は
自
分
を
育
て
、
周
り
を

も
育
て
る
も
の
。
元
気
で
楽
し
く
子
育
て
を

し
て
、
大
人
に
育
て
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

結
ん
で
い
ま
し
た
。

親子で楽しんだ
　　紙飛行機大会

灘
雛

児
童
・
生
徒
は
型
を
切
っ
て
紙
飛

行
機
を
作
り
ま
し
た

　
十
月
三
十
一
日
、
総
合
体
育
館
で

第
二
回
親
子
紙
飛
行
機
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
に
は
、
幼
児

や
児
童
・
生
徒
、
父
兄
の
方
々
お
よ

そ
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
幼
児
は
紙
で
折
っ
た
飛
行
機
で
、

児
童
・
生
徒
は
紙
を
切
り
抜
い
て
作

っ
た
飛
行
機
で
、
そ
れ
ぞ
れ
飛
距
離

を
競
い
ま
し
た
。

　
父
兄
の
方
も
子
供
た
ち
に
負
け
な

い
く
ら
い
真
剣
で
、
で
き
あ
が
る
と

親
子
一
緒
に
な
っ
て
試
し
飛
行
を
何

度
も
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
ま
で
よ
く
飛
ん
で
い
た
飛
行

機
も
、
本
番
に
な
る
と
う
ま
く
飛
ん

で
く
れ
ま
せ
ん
。
現
実
は
と
て
も
皮

肉
な
も
の
で
す
ね
。
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税
は
、
警
察
や
消
防
な
ど
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
公

共
施
設
の
整
備
を
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
切
な
『
税
』
を
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

国
税
庁
で
は
、
n
月
n
日
か
ら
1
7
日

ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
て
、

暮
ら
し
と
税
と
の
か
か
わ
り
合
い
な

ど
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

各
種
の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
週
間
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

全
国
の
中
学
生
を
対
象
に
標
語
を
募

集
し
ま
し
た
。
十
日
町
税
務
署
管
内

で
は
、
郡
市
内
か
ら
一
、
一
九
二
点

の
応
募
が
あ
り
、
川
西
中
学
校
か
ら

は
二
五
五
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
で
は
、
税
に
つ
い
て
の
作
文
を

去年の表彰伝達式
　　　　　　　（4・ll・16）

ー
1
1
月
1
1
日
～
1
7
日
－

　
募
集
。
郡
市
内
か
ら
二
一
三
点
の
応

　
募
が
あ
り
、
川
西
中
学
校
か
ら
は
、

　
七
七
点
（
三
年
生
の
み
）
応
募
。
標

　
語
・
作
文
に
つ
い
て
、
入
選
の
作
品

　
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

　
　
な
お
、
作
文
の
入
選
作
品
を
、
本

　
紙
十
二
月
号
か
ら
順
次
紹
介
し
ま
す
。

　
　
【
標
語
】

　
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
佳
作

い
つ
の
日
か
我
が
身
に
返
る
今
日
の

税
　
　
　
　
　
三
年
　
中
村
　
直
人

　
新
潟
県
租
税
教
育
推
進
協

　
議
会
長
賞

す
て
き
だ
ね
く
ら
し
の
中
に
光
る
税

　
　
　
　
　
　
二
年
星
名
　
　
恵

　
十
日
町
税
務
署
長
賞
優
秀
作

税
金
で
ひ
ら
こ
う
明
る
い
未
来
と
夢

を
　
　
　
　
　
二
年
　
野
上
　
康
代

　
町
租
税
教
育
推
進
懇
談
会

　
〈
入
選
〉

納
税
で
愛
の
福
祉
や
豊
か
な
老
後

　
　
　
　
　
　
三
年
星
名
　
力
成

健
康
や
く
ら
し
を
守
る
皆
の
税

　
　
　
　
　
　
二
年
川
崎
　
　
愛

よ
い
社
会
住
み
よ
い
町
を
税
金
で

　
　
　
　
　
　
二
年
数
藤
杏
子

税
金
で
明
る
い
未
来
の
町
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
二
年
小
幡
佑
佳

税
金
で
心
豊
か
な
町
お
こ
し

　
　
　
　
　
　
一
年
南
雲
　
貢

〈
佳
作
〉

三
年
　
水
落
正
　
高
橋
浩
樹

二
年
清
水
富
之
　
川
崎
康
平

南
雲
洋
平

高
橋
紀
子

井
上
吉
典

清
水
瞳

一
年

蔵
品
歩
　
渡
辺
洋
平

佐
藤
瞳
星
名
冴
子

小
川
朋
美
　
大
嶋
隼
平

　
　
　
柄
沢
夏
紀
　
高
橋
三
代
子

能
代
谷
光
生
　
相
崎
泰
行
　
斉
藤
保

斎
木
麻
友
美

【
作
文
】

　
十
日
町
税
務
署
長
賞

「
僕
た
ち
納
税
者
と
こ
れ
か
ら
の
税
」

　
　
　
　
　
　
三
年
　
相
崎
　
貢
一

　
町
租
税
教
育
推
進
懇
談
会

　
〈
入
選
〉

「
国
民
の
願
い
星
－
輝
く
未
来
の
た

め
に
ー
」
　
　
三
年
星
名
力
成

「
税
金
の
大
切
さ
を
知
れ
ば
…
…
」

　
　
　
　
　
　
三
年
佐
藤
奈
美
子

「
税
金
と
は
」
三
年
　
柳
　
　
祐
子

　
〈
佳
作
〉

三
年
南
雲
敏
之
　
久
保
田
和
美

清
水
朝
江
　
春
日
景
子
　
星
名
康
宏

20

歳
を
迎
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
渋
海
川
つ
り
大
会

　
十
月
三
日
、
町
商
工
会
仙
田
支
部

（
佐
藤
新
一
郎
支
部
長
）
主
催
に
よ

る
渋
海
川
つ
り
大
会
が
開
か
れ
、
お

よ
そ
六
十
人
の
太
公
望
が
腕
前
を
競

い
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
昭
和
四
十
九
年
六

月
に
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以

来
、
今
年
で
二
十
回
を
迎
え
ま
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
は
も
と
よ
り
、
町
内

・
外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、
つ
り
の

腕
前
を
競
う
大
会
の
一
つ
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
同
支
部
で
は
、
二
十
回
を

記
念
し
て
、
　
「
清
流
渋
海
川
つ
り
大

会
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
た
記

念
誌
を
刊
行
と
抽
選
会
を
実
施
。

　
仙
田
地
区
に
お
け
る
観
光
事
業
の

一
つ
に
、
渋
海
川
を
利
用
し
た
事
業

や
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
い
ま
、

こ
の
大
会
が
一
層
発
展
す
る
よ
う
期

待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
り
大
会
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

　
大
漁
の
部

1
位
小
宮
山
　
昇
（
十
日
町
市
）

　
　
　
一
キ
ロ

2
位
高
橋
　
秀
規
（
赤
谷
）

　
大
物
の
部

－
位
富
井
　
正
雄
（
上
野
）

　
　
　
ハ
ヤ
六
八
○
グ
ラ
ム

2
位
樋
口
　
英
治
（
十
日
町
市
）

特
漁
の
部

1
位
　
小
林
　
健
治
（
中
仙
田
）

　
　
　
ナ
マ
ズ
一
九
五
〇
グ
ラ
ム

2
位
庭
野
　
　
哲
（
赤
谷
）

∞∞

灘
灘
灘
霧
．
難
鞍
難
…
、
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灘
聾

今
回
つ
り
あ
げ
ら
れ
た
一
九
五
〇

グ
ラ
ム
の
ナ
マ
ズ

　　　　嚇

　　　霧

　　ノ糞灘
，
’
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㊥

1位で表彰を受けた丸山君（左から2番目）

少
年
少
女
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で

丸
山
君
（
橘
小
六
年
）
が
優
勝

　
十
月
十
日
、
長
岡
市
営
陸
上
競
技
場
で
、
第
十
八
回

少
年
少
女
親
善
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
岡
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
県
内
の
百
十
四
校
か
ら
お
よ
そ
千

二
百
人
の
小
・
中
学
生
が
参
加
。
三
十
種
目
の
競
技
に

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
町
か
ら
出
場
し
た
選
手
の
中
で
、
丸
山
健
士
君
（
木

落
）
が
六
年
千
五
百
綴
で
み
ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

申呂冑○繋聯

言
葉
の
履
歴
書

一

　
「
新
米
の
く
せ
に
生
音
…

気
な
…
…
」
な
ど
と
い
う

と
き
の
「
新
米
」
は
、
新

し
く
仲
間
入
り
し
た
ば
か

り
で
、
ま
だ
仕
事
に
慣
れ

て
い
な
い
者
の
こ
と
を
さ

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
新
入
り
の
夫

熟
者
を
意
味
す
る
「
新
前
」

と
発
音
が
近
い
と
こ
ろ
か
ら
、
転
じ

て
「
新
米
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
。
本
来
の
新
米
と
い
え
ば
、

毎
年
十
月
ご
ろ
に
出
回
る
「
今
年
米
」

の
こ
と
で
す
。

新
米
の
収
穫
を
祝
う
の
が
秋
祭
り
。

十
一
月
二
十
三
日
は
、
国
民
の
祝
日

「
勤
労
感
謝
の
日
」
と
な
る
前
は
天

皇
が
初
穂
を
神
に
捧
げ
、
親
し
く
新

　
　
　
　
　
　
に
い
な
め
ざ
も
い

米
を
食
さ
れ
る
「
新
嘗
祭
」
で
し
た
。

　
「
新
米
」
に
似
た
表
現
に
、
　
「
青

二
才
」
が
あ
り
ま
す
。
　
「
青
」
は
若

く
て
未
熟
の
意
。
　
「
二
才
」
は
、
若

者
を
意
味
す
る
「
新
背
」
が
変
化
し

た
と
い
う
説
、
ボ
ラ
な
ど
の
稚
魚
を

ニ
サ
イ
と
呼
ぶ
の
に
た
と
え
た
と
す

る
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
語
源
は
「
新
米
」
ほ
ど
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

放鳥した町の鳥
　「きじ」が戻った！

相崎甚平さん下平新田

相
崎
さ
ん
宅
近
く
で
遊
ぶ
幼
鳥

　
今
春
、
綺
麗
な
一
つ
が
い
の
キ
ジ

が
わ
が
家
の
前
の
草
原
に
毎
日
来
て

は
え
さ
を
探
し
て
歩
き
回
っ
て
お
り
、

時
に
は
朝
早
く
か
ら
「
ケ
ー
ン
、
ケ

ー
ン
」
と
か
ん
高
い
声
で
鳴
く
。
こ

れ
で
目
覚
め
て
わ
が
家
の
朝
が
始
ま

る
。
二
羽
で
仲
良
く
並
ん
で
遊
ぶ
姿

を
見
る
と
、
あ
あ
、
良
か
っ
た
ね
。

今
日
も
来
て
く
れ
た
と
安
心
。

　
こ
の
よ
う
な
日
が
し
ば
ら
く
続
き
、

い
つ
し
か
冷
夏
で
も
夏
の
季
節
と
な

っ
た
こ
ろ
か
ら
、
キ
ジ
の
姿
が
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
。
今
日
は
来
る
か
、

明
日
は
ど
う
か
と
毎
日
待
っ
て
い
た

が
、
以
来
、
全
然
姿
を
見
せ
な
く
な

っ
た
。
私
た
ち
も
、
い
つ
し
か
キ
ジ

の
こ
と
を
忘
れ
て
い
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
先
日
の
お
天
気
の
良

い
お
昼
近
く
に
な
っ
て
、
以
前
遊
ん

で
い
た
草
原
の
所
に
、
茶
色
の
幼
鳥

が
草
の
間
か
ら
と
き
ど
き
頭
を
持
ち

上
げ
な
が
ら
え
さ
を
探
し
回
っ
て
い

る
。
二
羽
三
羽
、
い
や
、
あ
っ
ち
に

も
こ
っ
ち
に
も
次
々
と
現
わ
れ
る
。

合
計
八
羽
だ
。
親
鳥
は
見
え
な
い
も

の
の
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
。
ど
こ
で

成
長
し
た
の
や
ら
…
…
、
と
も
あ
れ
、

親
鳥
が
遊
ん
だ
場
所
に
戻
っ
て
来
た

の
だ
。
　
「
あ
あ
、
良
く
来
て
く
れ
た

良
く
来
て
く
れ
た
」
と
、
家
内
と
孫

と
で
見
て
い
る
。

　
そ
の
う
ち
に
慣
れ
た
の
か
舗
装
道

路
を
横
切
り
、
わ
が
家
の
前
の
畑
の

中
に
入
り
、
日
な
た
ぽ
っ
こ
を
し
て

い
る
。
途
中
で
い
な
く
な
っ
た
け
れ

ど
も
、
夕
方
ま
た
戻
っ
て
来
て
三
十

分
く
ら
い
遊
び
、
草
の
茂
み
の
中
に

入
っ
て
い
っ
た
。

　
今
日
は
ど
う
か
今
日
は
ど
う
か
と
、

毎
日
居
間
の
窓
際
か
ら
見
下
ろ
し
て

待
っ
て
い
る
。
雨
模
様
の
天
候
の
せ

い
か
、
二
～
三
日
は
来
な
か
っ
た
が
、

秋
日
和
の
暖
か
い
日
に
は
十
時
こ
ろ

来
て
し
ば
ら
く
遊
ん
で
い
く
。
道
路

を
通
る
車
に
驚
い
て
飛
び
立
っ
た
ら
、

三
十
層
く
ら
い
先
ま
で
飛
ん
だ
。
あ

あ
、
こ
れ
な
ら
冬
も
越
せ
る
な
と
一

安
心
。

　
町
で
放
鳥
し
た
キ
ジ
が
こ
う
し
て

身
近
に
里
帰
り
を
し
て
く
れ
た
。
こ

の
喜
び
を
う
れ
し
く
感
じ
て
い
る
私

た
ち
で
す
。
そ
し
て
、
無
事
に
育
っ

て
、
子
を
孫
を
川
西
町
に
残
し
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
。
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仙
田
村
の
学
校
間
題
⑯

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸

作

　
一
村
三
校
を
提
案

　
昭
和
十
二
年
六
月
二
十
一
日
、
仙

田
村
長
職
務
管
掌
の
松
永
敬
三
郎
は

六
月
定
例
村
会
を
招
集
し
、
学
校
問

題
を
解
決
す
る
に
は
こ
れ
し
か
な
い

と
次
の
三
点
を
提
示
す
る
。

①
臼
倉
校
と
仙
田
校
に
高
等
科
を

併
置
す
る
。

②
中
仙
田
校
と
赤
岩
校
を
廃
止
し

巾
仙
田
校
か
ら
九
町
、
赤
岩
校
か
ら

十
九
町
離
れ
た
赤
谷
地
内
童
子
ヶ
島

に
、
高
等
科
を
併
置
し
た
学
校
を
新

築
し
て
村
内
三
小
学
校
と
す
る
。

③
新
設
校
の
校
舎
を
中
部
校
と
し

仙
田
校
（
室
島
）
を
南
部
校
に
、
臼

赤岩校の運動会（昭和17年夏）

　中条秀雄さん（岩瀬）提供

倉
校
を
北
部
校
に
改
称
す
る
。

声
涙
く
だ
る
演
説

　
高
橋
家
文
書
（
赤
谷
茶
屋
）
に
よ

る
と
、
六
月
定
例
村
会
の
冒
頭
で
松

永
は
明
治
維
新
の
大
業
が
成
っ
た
歴

史
か
ら
説
を
お
こ
し
、
仙
田
村
の
学

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ヂ
　

校
問
題
解
決
に
職
を
屠
し
て
当
た
る

決
意
を
披
れ
き
し
な
が
ら
、
声
涙
と

も
に
く
だ
る
名
調
子
で
提
案
理
由
を

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
仙
田
村
ノ
学
校
問
題
二
対
ス
ル
小

　
　
　
　
　
ひ
れ
キ
ち

職
ノ
見
解
ヲ
披
歴
ス
レ
バ
、
中
仙
田

ト
赤
岩
ノ
両
校
ハ
之
ヲ
統
合
ス
ル
ヲ

相
当
ト
考
ヘ
ル
。
ソ
ノ
理
由
ハ
、
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ヤ
え
ノ
ん

校
ノ
理
想
統
一
ヲ
強
調
ス
ル
所
以
ノ

モ
ノ
ハ
、
教
育
施
設
ノ
完
備
ト
村
民

ノ
負
担
軽
減
ト
ガ
併
行
両
全
ス
ル
場

合
二
於
テ
ノ
ミ
効
果
的
デ
ア
リ
、

　
　
　
　
　
　
デ
　
　
　
ド
ヨ

切
デ
ア
ル
コ
ト
吹
々
ヲ
要
セ
ズ
。

年
間
に
千
五
百
円
節
約

　
し
か

　
　
　
　
　
　
か
ノ
几
が

“

契

　
然
ル
ニ
施
設
ノ
完
備
ノ
ミ
ヲ
叫
ン

テ
経
費
ノ
荷
重
ヲ
稽
ヘ
ザ
レ
バ
現
在

ノ
四
ヶ
校
モ
ナ
ホ
不
足
ナ
リ
ト
云
ヒ

得
ル
ト
共
二
、
負
担
ノ
軽
減
ノ
ミ
ヲ

唱
ヒ
テ
教
育
ノ
本
質
ヤ
児
童
通
学
ノ

困
難
ヲ
度
外
視
セ
ン
カ
、
四
ヶ
校
ヲ

ニ
ヶ
校
二
統
一
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
論
モ

布、

生
ズ
ル
．

　
故
二
本
村
ノ
実
情
ヲ
縦
横
二
照
察

ス
ル
ト
交
通
四
通
二
発
達
シ
、
冬
季

ハ
通
学
ノ
危
険
少
キ
中
仙
田
校
及
ビ

赤
岩
校
ヲ
何
レ
モ
廃
止
シ
テ
、
ソ
ノ

通
学
区
域
内
二
於
テ
最
モ
公
正
妥
当

二
、
眞
二
小
学
校
々
地
ト
シ
テ
理
想

的
ナ
ル
地
点
有
リ
ト
セ
バ
、
其
処
二

新
タ
ニ
一
ッ
ノ
尋
常
高
等
小
学
校
ヲ

建
設
セ
ン
カ
、
小
学
校
教
育
ノ
最
高

ノ
目
標
タ
ル
単
式
編
成
ノ
目
的
完
備

　
　
　
　
　
ま

ス
ル
ハ
、
論
ヲ
俣
タ
ザ
ル
所
ニ
シ
テ
、

之
二
依
ツ
テ
得
ル
経
費
ノ
節
約
実
二

年
々
金
一
千
五
百
円
ヲ
下
ラ
ナ
イ
。

高
等
科
卒
業
が
人
並
み

　
大
正
七
年
二
臼
倉
校
ノ
高
等
科
併

置
ヲ
最
後
ト
シ
テ
、
村
内
四
ヶ
校
中

中
仙
田
校
ヲ
除
ク
三
ヶ
校
ハ
何
レ
モ

高
等
科
併
置
ヲ
見
、
大
正
十
一
年
二

至
リ
中
仙
田
校
一
校
二
之
ヲ
統
一
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
の
ワ
ぼ

又
之
ヲ
十
五
年
ノ
昔
二
遡
リ
テ
各
校

二
高
等
科
ヲ
復
活
併
置
セ
ン
ト
ス
ル

　
み
し
も
そ
も

ハ
抑
々
如
何
ナ
ル
理
由
ナ
ル
カ
。

　
　
し
ば
り
ら

　
仮
二
暫
ク
過
去
ハ
問
ハ
ヌ
ト
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
と

モ
、
少
ク
ト
モ
現
在
二
於
テ
ハ
帝
二

農
村
二
於
ケ
ル
教
育
思
想
ノ
普
及
発

達
ノ
結
果
ト
シ
テ
云
フ
ガ
如
キ
、
単

ナ
ル
抽
象
的
理
由
二
起
因
ス
ル
ニ
非

ズ
シ
テ
、
其
ノ
重
ナ
ル
理
由
ト
シ
テ

ハ
近
年
各
方
面
ノ
青
少
年
二
対
ス
ル

求
人
条
件
ガ
殆
ド
高
等
小
学
校
卒
業

ヲ
標
準
ト
シ
テ
ヰ
ル
社
会
ノ
実
相
ガ

本
村
ノ
如
ク
冬
季
積
雪
深
ク
出
稼
ノ

数
年
々
五
百
ヲ
算
ス
ル
地
方
ト
シ
テ

漸
ク
之
ヲ
重
視
ス
ル
ニ
至
リ
、
遂
二

現
在
ノ
高
等
科
併
置
校
ニ
テ
ハ
通
学

距
離
遠
ク
且
ツ
交
通
不
便
ノ
為
、
此

ノ
希
望
ヲ
充
ス
能
ハ
ザ
ル
ニ
因
由
ス

ル
処
大
ナ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
レ
ル
。

　
仙
田
と
白
倉
に
高
等
科

　
　
　
　
　
た
に
　
　
　
　
た
に
し
か

　
山
又
山
、
渓
又
漢
併
モ
半
歳
ヲ
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
き

ノ
中
二
埋
レ
ル
南
北
五
里
、
山
間
僻

す
フ阪
眞
二
地
ノ
利
ヲ
得
ザ
ル
本
村
ト
シ

テ
ハ
、
比
較
的
村
ノ
中
位
二
位
置
シ

交
通
文
化
ノ
恵
澤
二
浴
セ
ル
中
仙
田

校
及
赤
岩
校
ヲ
除
ク
ニ
校
ガ
高
等
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

ノ
併
置
ヲ
要
望
ス
ル
ハ
己
ム
ニ
己
マ

レ
ヌ
要
求
デ
ア
リ
、
之
ヲ
徒
二
阻
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
し
ゆ
ロ
フ

ス
ル
ハ
一
村
教
育
ノ
機
会
均
等
ヲ
躁

り
ん踊
シ
、
多
面
村
民
負
担
ノ
衝
平
ヲ
失

ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
他
二
特
別
ノ
理

由
存
セ
ザ
ル
限
リ
ハ
之
ヲ
認
ム
ル
ハ

極
メ
テ
公
平
ナ
ル
見
解
デ
ア
ル
。

　
こ
の
日
の
村
会
に
は
中
條
文
平
、

押
木
次
郎
、
南
雲
保
治
、
高
橋
駒
治
、

高
橋
政
治
、
高
橋
俊
治
、
佐
藤
直
隆
、

登
坂
九
十
二
、
高
野
攻
考
、
中
條
正

福
、
中
條
政
治
、
田
中
勝
平
、
川
崎

勝
平
、
小
林
忠
蔵
、
斎
木
繁
治
、
江

口
増
之
、
小
川
勝
平
、
増
田
哲
男
の

全
議
員
が
出
席
し
た
が
、
　
「
こ
と
は

余
り
に
も
重
大
で
あ
る
」
と
し
、
そ

の
ま
ま
休
会
し
て
ガ
リ
版
刷
り
の
松

永
提
案
を
地
元
に
持
ち
帰
る
。

松
永
提
案
に
村
内
騒
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
翌
二
十
二
日
の
午
前
は
集
落
ご
と
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

に
常
会
を
開
い
て
意
向
を
ま
と
め
、
　
t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
か
ら
役
場
で
開
か
れ
た
村
　
●

会
協
議
会
で
賛
否
を
協
議
す
る
。
　
　
5

　
こ
の
日
、
赤
岩
校
と
中
仙
田
校
を

廃
止
す
る
こ
と
に
絶
対
反
対
の
中
仙

田
川
東
集
落
と
岩
瀬
・
大
倉
に
田
戸

越
ヶ
沢
も
加
わ
っ
た
村
民
二
百
余
人

は
、
宮
城
屋
旅
館
の
前
あ
た
り
か
ら

役
場
附
近
に
続
ぞ
く
と
つ
め
か
け
て

不
穏
の
空
気
に
包
ま
れ
、
村
会
の
成

り
行
き
に
よ
っ
て
は
流
血
の
事
態
が

お
き
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
た
。
村
会

協
議
会
は
松
永
提
案
に
賛
成
す
る
中

仙
田
川
西
・
赤
谷
・
臼
倉
・
仙
田
校

区
と
、
こ
れ
に
反
対
す
る
議
員
の
間

で
午
後
七
時
過
ぎ
ま
で
激
論
が
交
わ

さ
れ
た
が
決
定
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
翌
二
士
二
日
は
午
前
中
、
村
会
議

員
の
ほ
か
に
、
童
子
ヶ
島
の
統
合
案

に
反
対
す
る
住
民
の
代
表
と
し
て
中

仙
田
の
小
林
誠
治
、
岩
瀬
の
登
坂
謙

三
を
加
え
て
審
議
す
る
が
、
二
人
と

も
現
状
維
持
を
力
説
し
て
解
決
点
が

見
出
せ
な
い
ま
ま
物
分
か
れ
に
終
わ

る
。
午
後
は
議
員
だ
け
で
八
時
ま
で

協
議
し
た
が
小
田
原
評
定
に
な
り
、

成
り
行
き
を
見
つ
め
る
反
対
派
の
住

民
百
六
十
人
が
役
場
の
一
帯
を
囲
ん

で
気
勢
を
あ
げ
、
夕
暮
れ
の
中
で
中

仙
田
川
東
や
赤
谷
・
仙
田
・
白
倉
の

議
員
に
投
石
す
る
騒
ぎ
も
あ
っ
て
険

悪
な
様
相
が
み
な
ぎ
り
、
こ
の
日
も

村
中
が
ゆ
れ
た
一
日
と
な
っ
た
。
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撒灘鱗
　21人が表彰を受けました

　
十
月
三
十
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

第
十
四
回
体
育
功
労
者
等
表
彰
式
が

あ
り
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

◎
体
育
功
労
者

　
櫃
間
　
公
男
（
53
伊
友
・
バ
レ
ー

　
ボ
ー
ル
協
会
発
展
に
尽
力
）

　
市
川
　
松
男
（
5
7
中
屋
敷
・
柔
道

　
協
会
発
展
に
尽
力
）

◎
優
秀
競
技
者
大
賞

卓
球
村
越
繁
正
（
43
野
　
　
口
）

◎
優
秀
競
技
者

卓
球
渡
辺
一
治
郎
（
54
高
原
田
）

空
手
道
山
崎
哲
嗣
（
2
7
十
日
町
市
）

醸
叔
脇
丸
山
ユ
カ
リ
（
24
原
　
　
田
）

◎
奨
励
者

〈
野
球
〉
南
雲
武
幸
（
1
8
朝
日
町
）

丸
山
英
紀
（
1
8
根
深
）
星
名
弘
文
（
1
7

中
屋
敷
）
〈
柔
道
〉
藤
田
純
（
1
8
根

深
）
〈
空
手
道
〉
茂
野
淳
一
（
1
8
室

島
）
春
日
敏
明
（
1
7
神
社
町
）
〈
陸

上
〉
清
水
孝
へ
1
7
山
野
田
）
小
林
優

（
1
3
中
仙
田
）
丸
山
健
士
（
12
木
落
）

〈
水
泳
〉
山
本
章
人
（
1
5
仁
田
）
〈
卓

球
〉
池
竹
千
津
子
（
14
原
田
）
池
竹

祐
子
（
1
2
原
田
）
〈
相
撲
〉
金
子
実

寛
（
－
o
岩
瀬
）

◎
感
謝
状
贈
呈

長
崎
　
一
男
（
45
妙
高
高
原
町
在
住
）

長
谷
川
　
徹
（
39
新
潟
市
在
住
）

大
会
結
果
（
－o
●

3
）

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
1
7
回

　【Aコース】（1．5㎞）

　小学生1～3年男子
　　①大久保　樹（橘　小）

　　②高橋　保弘（千手小）

　　③高橋　　亮（千手小）

　　④丸山　大悟（橘　小）

　⑤山口　政志（橘　小）

　　⑥丸山　祐樹（橘　小）

　同女子
　①平野菜菜子（千手小）
　　②押木　香織（上野小）

　③樋口　未央（仙田小）

　④大海美和子（千手小）

⑳5．11．10

⑤丸山沙由美（千手小）

⑥丸山　慶子（橘　小）

一般男子

①北村　準一（東善寺）

一般女子

①高橋　弥生（上　野）

【Bコース】（2．5㎞）

小学生4～6年男子
　①丸山　健士（橘　小）

　②松崎　　正（千手小）

　③高橋　和也（千手小）

　④田中　邦宜（千手小）

　⑤大久保　峻（橘　小）

　⑥丸山　喜之（橘　小）

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
七
百
余
人
が
参
加
し
ま
し
た

同女子

①桐生かおり（上野小）

②水品　早絵（上野小）

③村山　祐子（上野小）

④高橋あすか（千手小）

⑤押木美穂子（上野小）

⑥小川　千春（上野小）

一般男子

①渡貫　克典（新町新田）

②井ノ川茂徳（上　野）

【Cコース】（4．0㎞）

中学生女子

　①小林　優
　②南雲裕子

③小林由子
④柳　香織
⑤星名　恵
⑥渡辺麻紀子

【Dコース】（6．8㎞）

中学生男子

　①小林勇二
　②長谷川正和

　③佐藤　亮
　④片桐康太
　⑤井上吉典
　⑥柄沢孝洋
一般男子

　①北村　良二（中央町）

灘灘開



皇
図
圖
團

圃
函
画
▽

　
赤
ち
ゃ
ん

幼
　
児
絵
本
の
紹
介

　
絵
本
は
、
大
人
だ
け
が
見
て
そ
の

よ
さ
が
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
大
人
の

感
覚
は
、
す
で
に
枯
れ
は
て
て
い
る

場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
子
供
と
一
緒
に
見
て
、
子
供
の
喜

び
の
こ
と
ば
や
、
怖
が
っ
た
り
、
驚

い
た
り
す
る
み
ず
み
ず
し
い
姿
を
見

て
、
は
じ
め
て
そ
の
価
値
が
う
な
ず

け
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
か
ら
で
す
。

　
次
に
揚
げ
る
絵
本
を
通
し
て
、
大

人
と
子
供
の
交
渉
の
場
を
生
み
だ
し

確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
豊
か
な
表
情
と
楽
し
い
こ
と
ば
で

　　　　重

一目意（敬称嗣
街路灯　　4灯
東北電力（株）十日町営業所
一般寄附

渡辺クラ（栄　町）　10万円
広報発行に

田中ミヨ（横須賀市）　1万円

つ
づ
る
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
絵

○
お
つ
む
て
ん
て
ん

○
お
き
ゃ
く
さ
ん
だ
ー
れ

○
お
く
ち
は
ど
ー
こ

○
ね
こ
ち
ゃ
ん
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん

○
わ
ん
ち
ゃ
ん
わ
ん
わ
ん

○
ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん
ぴ
よ
ぴ
よ

　
他
に
六
冊
シ
リ
ー
ズ

※
幼
児
と
お
母
さ
ん
の
絵
本

　
文
字
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
十

分
ス
ト
ー
リ
ー
が
理
解
で
き
る
、
マ

ー
サ
・
メ
イ
ヤ
ー
の
傑
作
で
す
。

○
こ
ん
に
ち
は
　
か
え
る
く
ん
！

○
か
え
る
く
ん
　
ど
こ
に
い
る
の
？

○
し
ょ
う
ね
ん
と
　
い
ぬ
と
　
か
え

　
る
と
　
と
も
だ
ち

○
レ
ス
ト
ラ
ン
の
　
か
え
る
く
ん

○
か
え
る
く
ん
の
ぼ
う
け
ん

○
め
い
わ
く
な
　
お
く
り
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
る
ぷ
出
版

高
齢
者
の
死
亡
事
故
が
大
変
目
立
っ

て
い
ま
す
。
特
に
自
転
車
は
要
注
意

本
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
み

声
．
浸

　
、

1偉1

　湾

”樗

壇

　
　
．
　
　
　
太
田
白
南
風
選

』
κ
　
〃
．
・
ご

秋
の
佐
渡
め
ぐ
る
旧
跡
も
の
淋
し

　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
大
平
　
き
み

草
む
ら
に
虫
の
音
細
き
時
雨
空

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

大
根
を
蒔
く
に
は
足
ら
ぬ
朝
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

大
般
若
読
経
流
る
・
萩
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

テ
ー
ブ
ル
の
大
皿
小
皿
秋
灯
下

　
　
　
　
　
　
　
上
野
星
名
春
子

冠
雪
の
山
道
遠
く
草
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

洗
い
上
ぐ
間
引
菜
策
に
ま
が
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

コ
ス
モ
ス
に
囲
ま
れ
て
い
る
無
人
駅

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

朝
寒
や
茶
の
花
白
く
こ
ぼ
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

豆
腐
屋
の
湯
気
噴
き
出
せ
り
霜
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

雲
の
辺
に
続
く
彩
ど
り
山
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

霞

さ
や
は
じ
け
ル
ビ
ー
の
如
き
小
豆
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

山
茶
花
の
固
き
つ
ぼ
み
の
先
赤
し

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

水
仙
を
小
庭
に
植
え
て
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

稲
案
山
子
セ
ー
ラ
ー
服
で
弓
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
　
向
山

遠
来
の
友
の
笑
顔
や
秋
桜

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
　
博
史

柿
熟
れ
て
鴫
の
来
て
居
り
夕
陽
射
す

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

芒
の
穂
白
極
ま
り
て
散
り
に
け
り

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

秋
雨
に
開
店
を
待
つ
傘
の
列

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺
　
　
朝

句
碑
建
ち
て
そ
こ
ら
明
る
き
竹
の
春

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
涛

山
の
出
湯
窓
越
し
に
見
ゆ
稲
架
襖

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

柿
の
実
の
色
づ
き
し
庭
布
団
干
す

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

コ
ス
モ
ス
に
園
児
の
唄
の
届
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

銀
杏
を
三
つ
四
つ
拾
い
退
院
す

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

白
根
山
へ
登
る
道
々
な
な
か
ま
ど

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

谷
川
に
紅
葉
浮
か
せ
て
水
澄
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
り
上
げ
や
栗
赤
飯
で
さ
さ
や
か
に
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

熊
野
社
の
大
杉
並
び
神
無
月

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

大
根
の
日
増
し
に
太
る
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
千
手
　
長
野
　
キ
ミ

半
生
を
難
病
暮
ら
し
木
の
葉
髪

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

山
里
の
落
日
早
し
蕎
麦
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

秋
風
に
ビ
ー
ル
の
味
の
に
が
み
増
す

　
　
　
　
　
足
柄
上
郡
　
金
子
　
君
江

山
門
を
出
れ
ば
一
面
刈
田
原

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

菊
開
花
や
さ
し
く
台
輪
つ
け
に
け
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

秋
風
に
さ
そ
わ
れ
揺
る
・
芒
の
穂

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村
　
ト
ミ

時
雨
き
て
も
み
ぢ
散
ら
す
や
惜
し
か
り
き

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

草
の
実
を
付
け
し
野
良
着
を
干
し
に
け
り

　
　
　
　
　
　
長
岡
市
　
江
口
由
希
子

納
屋
障
子
切
り
貼
り
に
し
て
貼
り
終
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

セ
ー
フ
テ
ィ
・
オ
ー
タ
ム
・
に
い
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
～
交
通
死
亡
事
故
抑
止
作
戦
～

　
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者

は
、
九
月
末
現
在
で
去
年
よ
り
二
十

八
人
増
え
、
増
加
数
で
は
全
国
ワ
ー

ス
ト
第
二
位
と
い
う
憂
慮
す
べ
き
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
末
を
迎
え
、

交
通
死
亡
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
県
・
県
警
で
は
、
1
0

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
三
か

月
間
、
　
「
セ
ー
フ
テ
ィ
・
オ
ー
タ
ム

・
に
い
が
た
」
作
戦
を
実
施
す
る
な

ど
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
警
察
署
管
内
で
も
、
過
去

十
年
間
で
最
高
の
死
者
を
出
し
た
平

成
元
年
（
1
2
人
）
に
、
今
年
の
十
月

末
現
在
で
十
一
人
と
迫
っ
て
お
り
、

最
悪
の
事
態
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
よ
く
認
識
し
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
お
互
い
に

思
い
や
り
を
も
っ
た
行
動
で
、
交
通

安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。



論
尋
之
動
遡フレッシュバレーボール大会

　　　　　　　　　（10．21～22）

昭
和
4
0
年
に
川
西
中
学
校
を
卒
業
さ

れ
、
現
在
、
日
本
フ
ル
ー
ト
協
会
会

員
・
ヤ
マ
ハ
P
M
S
講
師
の
高
橋
光

善
さ
ん
（
高
原
田
・
43
歳
）
が
、
母

校
の
文
化
祭
行
事
の
中
で
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
（
1
0
・
24
）

　
垂
葦

妻

灘
携

　∞
繕∞∞絵奉　

毒
き
萎

今年5回目を迎えた郷土芸能発表会（10．31）

色
7
◆
主
マ
◆
三
霊
・
・
◆
三
マ
◆
■
邑
7
◆
亀
一
マ
◆
ム
マ
◆
・
邑
一
．
◆
・
邑
響
冒
，
◆
。
奪
．
◆
・
一
…
．
6
』

サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神

覗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

栂
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
　
　
御

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

創
　
　
煮
こ
ろ
が
し
峰

壷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

御
し
そ
の
実
の
油
み
そ
砂

ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

◎
呂
マ
◆
≒
◆
毒
◆
≒
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
も
◆
鋤

1．ジャガイモの煮ころがし

　■材料
　　・小芋（ジャガイモ）

　■調味料

　　・しょうゆ、砂糖、酒

　■調理方法

　　①ジャガイモを串のささるまでゆで、ザルにあげる。
　　②ジャガイモが冷たくなったら油で妙め、しょう油、
　　　砂糖、酒を入れて煮る。煮立ったとき煮汁がジャ
　　　ガイモにかぶるようにし、煮汁が少なくなってき
　　　たら、からめるように鍋がえしをする。　（時間が
　　　あればゆでないで、②から作るとおいしい。）

2．しその実の油みそ

　■材　料

　　・しその実　300g
　■調味料

　　・油　　大さじ3
　　・酒　　大さじ4

　　・砂糖大さじ5
　　・みそ　大さじ4

　■調理方法

　　①しその実を30分ほど水に入れ、あく出しをする。
　　②水切りをして、油で妙め、調昧料を入れる。

「
お
一
π
凋
丸
愚
一
⑦
か

　
　
　
母
子
保
健
推
進
婁
員
7
す
」

　
私
た
ち
推
進
委
員
は
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う

に
と
、
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
見
つ
め

て
い
ま
す
。

　
現
在
二
十
一
人
が
、
町
の
委
嘱
を

受
け
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
、
子

供
さ
ん
の
健
康
審
査
の
案
内
を
持
っ

て
家
庭
に
伺
っ
た
り
、
健
診
の
と
き

に
受
け
付
け
や
計
測
の
記
録
し
た
り

す
る
こ
と
な
ど
を
主
な
活
動
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
こ
十
年
く
ら
い
の
間
に
母
親
の

就
労
が
増
え
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が

薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
と
の

考
え
か
ら
、
三
歳
児
健
診
の
中
で
親

子
の
遊
び
の
時
間
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
保
母
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
親

懸
鰍醐鱗

　　ドこモロニロロウドロ　　　ドココンココ　ドノ　ロヨコココイ　ロ　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハぼゆ　ドロロロ　ヤちロドドドマドハ

日は4カ月児健診でした（11．1）

子
で
で
き
る
手
遊
び
や
体
を
使
っ
た

遊
び
に
、
子
供
た
ち
が
と
て
も
喜
ん
⑪

で
い
る
様
子
を
見
る
と
、
ふ
れ
あ
い

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。

ま大Uた切そ
’さ梢
おを子
母感を
さじ屍
んまそ
方すと
のo
学　さ
習　永
の　凌
場　し
ヤ

幽麗

育
て
セ
浮
－
欽
馨
加
を
お
勧
認

子
育
て
の
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な
も
の

が
、
も
っ
と
回
数
多
く
持
た
れ
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
子
供
の
虫
歯
予
防
も

重
要
と
考
え
、
健
康
案
内
を
持
っ
て

訪
問
す
る
と
き
に
、
　
「
乳
歯
は
大
切

な
歯
で
す
よ
」
と
ひ
と
声
か
け
た
り
、

町
の
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
な
ど
で
虫

歯
予
防
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
た
り

し
て
、
　
”
一
生
自
分
の
歯
で
・
と
P

R
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
案
内
を
持
っ
て
伺
っ
た
と
き

に
は
、
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
心
配
な

こ
と
や
町
へ
の
要
望
な
ど
、
気
づ
い

た
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
こ

れ
か
ら
も
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

⑱5．11．10



磨㌃鰯，
骸＿隊
1月魯
1籍1
葛の犠
名　骸
舞嚢
砂　葛
1ら1
篤細騨願多

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
あ
り
さ

奮
亜
里
沙
朝
武
子
長
女
仁

　
　
　
ち
あ
き
秀
次
郎

小
幡
千
明
豊
子
長
女
仁

広
田

斎
喜

丸
山

南
雲

馬
場

村
山

田田

簾
蕪
長
男
新
町
新
田

藤
荻
長
男
室
島

竃
鰍
ヤ
男
高
原
田

働
轟
㌃
女
中
仙
田

黎
欝
で
女
朝
日
町

と
も
ひ
で

誠
詳
拐
二
男
高
原
田

鞠
灘
…
艶
…
　
㎜
勤
㎜
…
…
…

　
風
が
冷
た
く
な
っ
て
く
る
晩
秋
は
、

な
ぺ鍋
も
の
が
恋
し
い
季
節
で
す
。

　
鍋
を
囲
ん
で
の
だ
ん
ら
ん
は
、
寒

い
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
で
す
し
、
材

料
に
す
る
魚
や
野
菜
な
ど
が
お
い
し

い
き
せ
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
す
き
焼

．
き
、
寄
せ
鍋
、
水
た
き
な
ど
は
一
般

的
。
あ
ん
こ
う
鍋
、
か
き
鍋
、
た
ら

ち
り
、
し
ょ
っ
つ
る
な
ど
、
実
に
い

高
橋

な
な
る
秀
男

奈
成
真
奈
美
二
女
発
電
所
通
東

ろ
い
ろ
な
鍋
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
鍋
も
の
は
家
庭
料
理
と
し
て
、
ま

た
宴
会
料
理
や
料
亭
料
理
と
し
て
、

広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
す
き
焼

き
は
日
本
料
理
の
代
表
と
し
て
、
国

際
的
に
も
有
名
で
す
。
鍋
も
の
が
こ

ん
な
に
あ
る
の
は
、
日
本
の
食
文
化

の
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　
鍋
も
の
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
健
康

食
で
も
あ
り
、
ま
た
、
家
族
や
友
人

と
の
コ
、
・
・
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

る
の
に
、
絶
好
の
料
理
と
い
え
ま
す
。
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5年小林美奈子さん

　
　
　
　
森
嘉
灘

4
年
小
林
真
理
子
さ
ん

o

綴麟

1年高橋大地君
〈
仙
田
小
学
校
丁
ー

5．11．10⑭

3年高橋大輔君

2
年
樋
口
恵
美
さ
ん
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一

高
砺
毒
鑑

6
年
高
橋
智
章
君

4年高橋杏里さん

（12月号は白倉小学校です）
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